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MiSMO（ミスモ）とは、
スペイン語で「自分」、「自身」などの意味があります

※本誌掲載の情報は2022年2月22日現在のものです。
※記事内の料金表示はすべて「税込」です。
※営業時間や定休日、メニューの内容、金額などは変更になる場合がありますので、店舗など
にご確認の上、ご利用ください。別途、入湯税･サービス料等がかかる場合があります。

※年末年始、お盆など臨時休業はお問い合わせください。
※宿泊料金は別途表示のない限り、平日（休前日を除く月〜木曜、日曜）1泊2食付の1室2名利
用の1名料金です。

※本号で紹介した内容は、天候やその他事由により変更や中止になる場合があります。主催者・
施設・店舗などにご確認の上、お出掛けください。

2022  Spring  vol.61

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、本誌掲載の広告、イベント情報および記事の内容に変更が
生じる可能性があります。詳しくはそれぞれの店舗のホームページや電話などでご確認をお願いします。

CONTENTS
特集

箱根登山鉄道
各駅停車の旅

4

28 information

27 クロスワードパズル 第61回

22 箱根 ＆小田原 Gourmet
おいしい春のごちそう尽くし

30 箱根MAP　　

きらめきの達人　vol.37
日本ハウスホールディングス・グループ　

CEO兼代表取締役会長 成田 和幸さん
18

35 読者プレゼント

14 箱根登山鉄道 沿線特選ガイド



今
年
は
日
本
の
鉄
道
発
祥
1
5
0
周
年
、

箱
根
の
山
で
も
開
業
1
0
3
年
目
の

箱
根
登
山
鉄
道
が
元
気
に
走
っ
て
い
る
。

箱
根
湯
本
か
ら
強
羅
ま
で
標
高
差
4
4
5
m
を
、

最
大
80
パ
ー
ミ
ル
の
勾
配
や
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
を

駆
使
し
て
克
服
す
る
。

そ
ん
な
見
ど
こ
ろ
満
載
の
鉄
道
に
乗
っ
て
、

各
駅
停
車
の
旅
に
出
て
み
よ
う
。

箱
根
登
山
鉄
道

  
各
駅
停
車
の
旅

取材・文／杉﨑行恭　1954年、兵庫県尼崎市生まれ。フォトライター。鉄道旅行、駅と駅舎
に関する執筆を多く手掛ける。著書は『駅旅のススメ』『駅舎再発見『モダン建築駅舎』など多数。
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海
辺
の
城
下
町
小
田
原
か
ら
電
車
で
約
20
分
、

箱
根
湯
本
は
一
転
し
て
山
里
の
温
泉
街
に
な
る
。

小
田
急
か
ら
の
乗
り
入
れ
は
こ
こ
ま
で
で
、
ホ
ー

ム
の
反
対
側
に
は
箱
根
登
山
鉄
道
の
小
ぶ
り
な

電
車
が
停
車
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
箱
根
登
山

鉄
道
の
電
車
は
２
０
０
６
年
ま
で
は
小
田
原
駅

か
ら
走
っ
て
い
た
。
実
は
こ
の
小
田
原
～
箱
根

湯
本
間
は
箱
根
登
山
鉄
道
の
線
路
で
、
小
田
急

が
乗
り
入
れ
て
い
る
形
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

こ
れ
か
ら
登
山
電
車
で
山
に
挑
む
前
に
、
箱

根
湯
本
の
街
を
歩
い
て
み
よ
う
。
空
か
ら
見
る

と
、
箱
根
の
カ
ル
デ
ラ
か
ら
流
れ
出
る
川
は
、

駅
前
を
流
れ
る
早
川
１
本
し
か
な
い
。
そ
こ
に

外
輪
山
の
水
を
集
め
る
須
雲
川
が
湯
本
で
合
流

し
て
い
る
の
だ
。
し
か
も
そ
の
水
流
が
侵
食
し

た
谷
か
ら
多
く
の
温
泉
が
湧
き
出
し
て
い
る
。

　

ま
さ
に
箱
根
湯
本
は
、
箱
根
山
の
恵
み
が
与

え
ら
れ
た
天
然
の
湯
の
町
な
の
だ
。
開
湯
は
奈

良
時
代
と
古
く
、
あ
の
戦
国
時
代
の
英
雄
北
条

早
雲
は
こ
の
早
川
と
須
雲
川
か
ら「
早
雲
」の
名

を
と
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が

ら
に
ぎ
や
か
な
商
店
街
を
抜
け
、
湯
本
橋
か
ら

湯
滝
通
り
を
歩
く
と
風
景
が
一
変
す
る
。
須
雲

川
沿
い
に
並
ぶ
情
緒
豊
か
な
旅
館
街
は
、
箱
根

湯
本
の
奥
深
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

さ
て
、
箱
根
湯
本
駅
に
戻
っ
た
ら
、
１
０
０

形
電
車
の
模
型
が
シ
ン
ボ
ル
の「
箱
根
カ
フ
ェ
」

で
今
日
の
計
画
を
考
え
よ
う
。
鉄
道
好
き
と
し

て
は
、
ま
る
で
飛
行
機
が
離
陸
す
る
よ
う
に
登
っ

て
い
く
80
パ
ー
ミ
ル
の
急
勾
配
が
、
こ
の
駅
か

ら
始
ま
る
の
が
楽
し
み
だ
。

1箱根湯本駅前から続く商店街には、箱根細工や温泉まんじゅうなど
箱根や小田原の名物が並ぶ。2駅から5分ほど歩くと温泉街の入り口、
湯本橋へ。早川の清流を見て、情緒あふれる湯場滝通りを歩こう。3
箱根湯本駅を出るとすぐに80パーミルの急勾配が始まる、ここはまさ
に平地と山地の境目だ。4登山電車の模型がシンボルの「箱根カフェ」

（0460-85-8617）は、箱根湯本駅2階にあるベーカリーカフェ。窓越しに、
ホームに停車する箱根登山電車やロマンスカーを見ることもできる。箱
根プリンシェイク680円や、牛すじ入りカレーパン320円が人気。

1

23

4

特
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
直
結
、
駅
前
か
ら
温
泉
街

箱
根
湯
本

箱根湯本駅ホームは1・2番線
が小田急、3・4番線が登山電
車、強羅行きは発車直後から
80パーミルの急坂を登る。橋
上駅舎を出ればにぎやかな湯
本の商店街で、少し歩けば早
川沿いに温泉宿が並ぶ。ここ
はまさに箱根の玄関だ。
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箱
根
湯
本
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
㎞
、
標
高
で
57
ｍ

登
っ
た
と
こ
ろ
に
塔
ノ
沢
駅
が
あ
る
。
前
後
を

ト
ン
ネ
ル
に
挟
ま
れ
、
線
路
が
わ
ず
か
に
地
上

に
出
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
列
車
を
見
送
る
と

静
寂
に
包
ま
れ
る
林
間
の
駅
だ
。　

　

そ
し
て
、
箱
根
湯
本
行
き
の
ホ
ー
ム
に
面
し

て
、
こ
の
駅
名
物
の
深
沢
銭
洗
弁
天
が
鎮
座
す

る
。
箱
根
湯
本
の
奥
座
敷
、
塔
ノ
沢
温
泉
街
は
駅

か
ら
遊
歩
道
を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
早
川

沿
い
に
重
厚
な
和
風
旅
館
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

　

こ
ち
ら
も
歴
史
あ
る
温
泉
街
で
、
大
正
時
代
、

訪
れ
た
相
場
師
の
夢
枕
に
白
蛇
が
現
れ
た
吉
兆

か
ら
、
あ
の
ホ
ー
ム
に
面
し
た
深
沢
銭
洗
弁
天

を
寄
進
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
山
腹
の
駅

と
谷
底
の
温
泉
街
と
い
う
立
体
的
な
塔
ノ
沢
温

泉
郷
だ
が
、
駅
か
ら
高
低
差
の
少
な
い
道
を
５

分
ほ
ど
歩
く
と
、
人
気
の
日
帰
り
温
泉「
箱
根
湯

寮
」が
あ
る
。
名
物
の
露
天
風
呂
に
入
れ
ば
、
木

の
葉
の
先
に
早
川
の
渓
谷
も
俯
瞰
で
き
た
。

　

再
び
塔
ノ
沢
駅
に
戻
っ
て
電
車
を
待
つ
、
こ

の
路
線
は
単
線
な
の
で
、
ま
ず
箱
根
湯
本
行
き

の
電
車
が
ト
ン
ネ
ル
か
ら
現
れ
、
続
い
て
強
羅

行
き
電
車
が
登
っ
て
き
て
す
れ
違
う
。
以
前
、

ホ
ー
ム
の
延
長
工
事
を
し
た
時
、
線
路
の
ポ
イ

ン
ト（
分
岐
器
）が
ト
ン
ネ
ル
内
に
か
か
っ
て
し

ま
い
、
道
路
が
な
く
重
機
も
搬
入
で
き
な
い
駅

な
の
で
、
人
海
戦
術
で
拡
幅
工
事
を
し
た
と
い

う
。
塔
ノ
沢
駅
は
秘
境
駅
な
の
だ
。

　

電
車
は
こ
こ
か
ら
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

る
と
、
明
治
時
代
に
天
竜
川
に
か
か
っ
て
い
た

と
い
う
出
山
鉄
橋
を
、
ゆ
っ
く
り
渡
っ
て
い
く
。

1塔ノ沢駅はホームが谷いっぱいにある
ため、ポイントがトンネル内まで伸びる。
2大露天風呂と19部屋の個室露天風呂が
魅力の日帰り温泉「箱根湯寮」（0460-85-
8411）。登山鉄道を眺めることができる部
屋も。3ホーム直結の深沢銭洗弁天、金運
が上がると訪れる人は多い。4福沢諭吉が
逗留したことでも知られる塔ノ沢温泉郷。

い
き
な
り
現
れ
る
山
間
の
秘
境
駅

塔
ノ
沢

急勾配の途中、トンネルが連
続するわずかな地平にホーム
が設けられている。木立に囲
まれた駅は標高153mに達し、
国道から駅までは急坂の山道
しか通じていない。ホームに
面して深沢銭洗弁天があり、
直接参拝ができる。

1 

2

4

3

67



箱根登山鉄道
各駅停車の旅

　

箱
根
登
山
鉄
道
で
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
だ
。
出
山
鉄
橋
を
過
ぎ
た
電
車

は
い
よ
い
よ
箱
根
外
輪
山
の
急
斜
面
に
達
し
、

3
カ
所
に
設
け
た
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
で
難
所
を

克
服
し
て
い
く
。
そ
の
2
つ
目
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

ク
が
そ
の
ま
ま
大
平
台
の
駅
に
な
っ
て
い
る
。

す
で
に
早
川
渓
流
は
は
る
か
下
側
に
消
え
、
谷

の
対
岸
に
は
雄
大
な
山
が
立
ち
あ
が
る
。
国
道

１
号
線
は
こ
の
大
平
台
駅
を
回
り
込
む
よ
う
に

カ
ー
ブ
し
て
い
き
、
標
高
３
０
０
m
の
高
台
に

あ
る
大
平
台
温
泉
を
通
過
す
る
。
そ
ん
な
大
平

台
は
戦
後
に
開
発
さ
れ
た
温
泉
だ
け
に
、
カ
ジ
ュ

ア
ル
で
小
規
模
な
宿
が
ほ
と
ん
ど
。
温
泉
街
の

一
角
に
素
朴
な
公
衆
浴
場「
姫
の
湯
」が
あ
る
。

こ
こ
は
熱
め
の
お
湯
の
か
け
流
し
で
、
通
い
詰

め
る
フ
ァ
ン
も
多
い
。
と
こ
ろ
で
、
も
う
ひ
と

つ
の
大
平
台
名
物
が
線
路
に
沿
っ
た
遊
歩
道
に

咲
く
ア
ジ
サ
イ
だ
。
特
に
６
月
に
な
る
と
、
カ

メ
ラ
を
持
っ
た
鉄
道
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、
ア
ジ

サ
イ
と
列
車
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　

２
０
２
１
年
の
秋
に
は
、
上
大
平
台
ス
イ
ッ

チ
バ
ッ
ク
を
間
近
に
楽
し
め
る「
箱
根
上
の
湯 

ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
カ
フ
ェ
」も
オ
ー
プ
ン
。
線
路
の

分
岐
点
に
立
つ
、
旅
館
の
一
部
を
利
用
し
た
カ

フ
ェ
で
、
目
の
前
を
走
る
電
車
に
時
を
忘
れ
て

夢
中
に
な
っ
た
。
時
間
が
許
せ
ば
泊
ま
っ
て
温

泉
と
鉄
道
を
同
時
に
楽
し
み
た
い
も
の
だ
。
強

羅
行
き
電
車
は
上
大
平
台
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
を

過
ぎ
る
と
、
最
小
半
径
30
ｍ
も
あ
る
急
カ
ー
ブ

連
続
区
間
に
入
る
。
隣
の
電
車
が
横
向
き
に
見

え
る
ほ
ど
の
車
窓
風
景
も
見
逃
せ
な
い
。

13 国道1号線に沿った台地
にあって、北条氏の姫君が
化粧に使った「姫の水」が湧
くことでも知られていた大平
台。温泉街入り口には子育阿
弥陀如来堂が立つ。24温泉
宿、箱根上の湯に併設 の「箱根
上の湯 スイッチバックカフェ」

（0460-82-6681）は、上大平台
スイッチバックの分岐点にあっ
て、窓から行き交う電車を楽し
むことができる。特に屋外の
デッキからは迫力満点の走行
シーンを間近に体感できる。地
元の名水で淹れたコーヒー400
円、オーガニックなメニューも
うれしい。

駅
は
そ
の
ま
ま
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
に

大
平
台

ログハウス調の玄関駅舎から
下るとホームがスイッチバッ
クの折り返し所になっている。
傾斜地にあって山を削った
ホームから見れば、ポイント
の先で線路が上下に分かれる
のが分かるだろう、周囲はア
ジサイの名所だ。

2

4

1

3

67



1明治時代になって湯治場から、欧米外国人向けの温泉リゾートに変貌し
た歴史あるエリア。23国道沿いに立つ、富士屋ホテル直営「ベーカリー
＆スイーツ ピコット」（0460-82-5541）。41914年竣工の郵便局をリノ
ベーションしたホステル「HakoneHOSTEL1914」（0460-83-8897）も目を
引く。5前面展望で一番楽しい所が大平台～宮ノ下の曲線連続区間。ここ
には最小半径30mという国内の鉄道では最小半径の急カーブがある。

　

洋
館
風
駅
舎
の
宮
ノ
下
駅
か
ら
急
坂
を
下
る

と
、
古
く
か
ら
外
国
人
を
迎
え
て
き
た
レ
ト
ロ

ム
ー
ド
の
温
泉
街
が
現
れ
る
。
明
治
初
期
、
箱

根
は
開
港
し
た
横
浜
か
ら
ほ
ど
近
い
リ
ゾ
ー
ト

と
し
て
注
目
さ
れ
、
外
国
人
向
け
の
ホ
テ
ル「
富

士
屋
」が
宮
ノ
下
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
か
ら
発
展

し
た
温
泉
街
だ
っ
た
。
戦
前
に
は
チ
ャ
ッ
プ
リ

ン
や
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
も
訪
れ
た
と
い
う
街
に

は
、
今
も
横
文
字
看
板
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
写
真
館
も
あ
っ
て「
セ
ピ
ア
通
り
」と
名
付

け
ら
れ
て
い
る
。
地
形
的
に
は
早
川
渓
谷
の
中

腹
に
あ
っ
て
、
平
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い
斜
面
に

家
並
み
が
集
ま
っ
て
い
る
。
大
正
時
代
に
登
山

電
車
が
開
通
す
る
以
前
、
こ
の
険
し
い
山
の
中

の
温
泉
ま
で
馬
車
や
カ
ゴ
で
や
っ
て
き
た
と
い

う
か
ら
驚
き
だ
。
そ
ん
な
国
道
１
号
線
に
沿
っ

て
、
予
約
が
取
り
づ
ら
い
宿
と
し
て
有
名
な「
箱

根
吟
遊
」や
、
太
閤
秀
吉
も
癒
さ
れ
た
と
い
う
底

倉
温
泉
を
引
湯
し
た
共
同
浴
場「
太
閤
湯
」ま
で
、

多
彩
な
温
泉
が
楽
し
め
る
。

　

２
０
２
０
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
富
士

屋
ホ
テ
ル
の
正
面
に
は
、
ホ
テ
ル
直
営
の
ベ
ー

カ
リ
ー「
ピ
コ
ッ
ト
」も
あ
り
、
歩
い
て
い
て
も
楽

し
い
エ
リ
ア
だ
。
外
国
ム
ー
ド
と
い
え
ば
、
ア

メ
リ
カ
ン
な
カ
フ
ェ「
F
unny's」の
米
軍
基
地
直

伝
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
も
味
わ
っ
て
み
た
い
。

　

新
旧
和
洋
が
ミ
ッ
ク
ス
し
た
宮
ノ
下
温
泉
を

楽
し
ん
だ
ら
、
再
び
登
山
電
車
で
先
を
目
指
そ

う
。
す
で
に
電
車
は
箱
根
カ
ル
デ
ラ
の
内
側
に

入
っ
て
き
た
。
そ
の
先
で
絶
景
と
難
所
が
同
居

す
る
場
所
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
る
。

外
国
人
向
け
の
温
泉
街
だ
っ
た
歴
史
も

宮
ノ
下

富士屋ホテルに代表される明
治時代からの温泉リゾート発
祥地の玄関。ここも急斜面に
あって国道1号線から細い坂道
が洋館スタイルの駅舎まで続
く。すでに駅の標高は436mに
達する。

1

5

4
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箱根登山鉄道
各駅停車の旅

ルート66の世界を再現したという「Funny’s」（0460-83-9200）。アメ車好きの主人が本場のレシ
ピをアレンジした豪快なハンバーガーがラインアップされる。つなぎなしのパテが自慢で、ビー
フの味も濃厚。温泉街からアメリカにワープできるダイナーだ。

富士屋ホテルと同じ、底倉温泉
から引湯する日帰り温泉「太閤
湯 」（0460-82-4756）。 素 朴 な
共同浴場の趣だが、ネパール出
身のロムさんが迎えてくれる。
無色透明のお湯だが、箱根の中
でも温泉通の評価が高い。

国道１号線から脇道に入り、箱根連山を一
望する渓谷に立つ宿が、箱根吟遊。宿泊を
しなくても日帰りで吟遊の世界を感じられ
るのが「GinyuSpa」（0460-82-3355）だ。
箱根の山々のパワーを感じながら、極上の
トリートメントと源泉かけ流しの貸切露
天風呂で、五感を解き放つリラクゼーショ
ンが体験できる。完全予約制。

9



　

ゆ
っ
く
り
ゴ
ト
ゴ
ト
と
走
る
電
車
が
、
幾
何

学
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
が
っ
ち
り
補
修
さ
れ

た
蛇
骨
川
の
谷
を
渡
る
。
こ
こ
は
２
０
１
９
年

10
月
の
台
風
で
崖
崩
れ
が
発
生
し
た
災
害
現
場

だ
。
そ
の
先
で
毎
年
正
月
の
イ
ベ
ン
ト
、
箱
根

駅
伝
で
は
電
車
を
止
め
て
選
手
を
優
先
す
る
国

道
１
号
線
小
涌
谷
踏
切
を
渡
る
。
小
涌
谷
駅
は

標
高
５
２
３
m
、
い
よ
い
よ
山
上
の
天
地
に
出
る

最
初
の
駅
だ
。

　

こ
の
駅
か
ら
バ
ス
で
、
広
大
な
温
泉
テ
ー
マ

パ
ー
ク
や
宿
泊
施
設
が
集
ま
る
箱
根
小
涌
園
へ

と
向
か
う
。
今
日
は
小
涌
谷
温
泉
発
祥
の
名
旅

館「
三
河
屋
」の
カ
フ
ェ
を
訪
ね
た
。
重
厚
な
唐

破
風
を
持
つ
和
風
旅
館
は
明
治
16
年
創
業
と
い

う
。
磨
き
抜
か
れ
た
廊
下
の
先
に
は
、
竹
久
夢

二
や
孫
文
が
滞
在
し
た
と
い
う
宿
の
歴
史
を
展

示
し
て
い
る
。
正
面
に
浅
間
山
や
鷹
巣
山
と
い
っ

た
外
輪
山
を
眺
め
な
が
ら
、
カ
フ
ェ
で
ぜ
い
た

く
な
時
を
過
ご
す
。
今
で
こ
そ
季
節
ご
と
の
花

が
楽
し
め
る
日
本
庭
園
の「
蓬
莱
園
」が
宿
の
道

路
向
か
い
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
明
治
の
初
め

ご
ろ
は
噴
気
孔
が
点
在
す
る
地
熱
地
帯
だ
っ
た

と
い
う
。
こ
の
た
め
当
時
は
小
地
獄
と
呼
ば
れ

て
い
た
が
、
明
治
６
年
の
明
治
天
皇
行
幸
の
際

「
小
涌
谷
」に
改
称
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
小
涌
谷
駅
ま
で
は「
蓬
莱
園
」や
、
千

条
の
滝
を
見
て
散
策
路
を
下
ろ
う
。

　

ツ
ツ
ジ
や
も
み
じ
の
名
所
と
な
っ
た
庭
園
が

荒
地
を
開
拓
し
て
で
き
た
よ
う
に
、
大
き
な
台

風
災
害
か
ら
復
活
し
た
登
山
電
車
。
小
涌
谷
に

は
不
屈
の
精
神
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

1 23建物が国登録有形文化財建造物という
創業139年の箱根小涌園 三河屋旅館。そのラ
ウンジにオープンした「三河屋cafe」(0460-85-
0261) では、コーヒーやスイーツを楽しめる。
4三河屋旅館隣接の「箱根小涌園 蓬莱園」。春
には桜やツツジが咲き誇る。52019年の台風
で土砂崩れに見舞われた蛇骨陸橋が復旧。モ
ダンアートのような陸橋は、箱根登山鉄道の
新名所だ。小涌谷駅から徒歩15分。

渓
谷
に
挟
ま
れ
た
小
天
地
の
駅

小
涌
谷

蛇骨川対岸の段丘上に出たと
ころにある小涌谷駅。ここも
温泉が各所に湧くところで、
小涌園まではバスで連絡。駅
のすぐ下側に国道1号線の踏切
があり、箱根駅伝の時は選手
優先の踏切になる。

3

45

12
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箱根登山鉄道
各駅停車の旅

　

伝
説
で
は
箱
根
山
に
棲
ん
で
い
た
大
蛇
が
退

治
さ
れ
た
時
、
尾
で
叩
か
れ
た
跡
が
彫
刻
の
森

駅
付
近
の
平
坦
地
を
指
す「
二
の
平
」と
い
う（
ち

な
み
に
最
初
に
叩
か
れ
た
の
が
大
平
台
）。

　

電
車
は
箱
根
湯
本
か
ら
見
て
、
初
め
て
と
い
っ

て
も
い
い
直
線
区
間
を
進
む
と
、
車
窓
に「
彫
刻

の
森
美
術
館
」が
見
え
て
く
る
。
彫
刻
の
森
駅
は

今
か
ら
半
世
紀
前
の
昭
和
47
年
に
、
こ
の
屋
外

彫
刻
美
術
館
に
合
わ
せ
て「
二
ノ
平
」駅
か
ら
改

称
さ
れ
た
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
線
路
を
抜
け

て
入
館
す
る
彫
刻
の
森
美
術
館
に
は
、
７
万
㎡

の
敷
地
に
近
・
現
代
の
彫
刻
が
野
外
展
示
さ
れ

て
い
る
。
歩
き
疲
れ
た
ら
館
内
に
あ
る
源
泉
か

け
流
し
の「
温
泉
足
湯
」で
休
憩
し
た
い
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
エ
リ
ア
で
興
味
深
い
の

が「
新
田
塚
」だ
。
駅
か
ら
10
分
ほ
ど
歩
い
た
路

地
の
奥
に
、
草
に
覆
わ
れ
た
塚
が
ひ
っ
そ
り
と

佇
ん
で
い
る
。
室
町
時
代
の
初
め
ご
ろ
、
南
朝

再
興
の
た
め
に
潜
ん
で
い
た
と
こ
ろ
を
討
た
れ

た
武
将
、
新
田
義
則
の
墓
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

モ
ダ
ン
ア
ー
ト
と
日
本
史
の
遺
跡
が
隣
り
合
わ

せ
の
面
白
さ
が
楽
し
め
る
彫
刻
の
森
駅
の
周
辺
。

今
で
こ
そ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
点
在
す
る
一
帯

だ
が
、
戦
後
に
な
る
ま
で
温
泉
も
出
な
い
森
林

だ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
箱
根
カ
ル
デ
ラ
中

央
火
口
丘
の
一
部
に
あ
っ
て
、
今
で
は
高
温
の

温
泉
が
数
多
く
掘
削
さ
れ
て
い
る
。

　

彫
刻
の
森
駅
か
ら
電
車
は
等
高
線
を
な
ぞ
る

よ
う
に
進
む
。
沿
線
に
集
ま
る
老
舗
旅
館
の
庭

園
が
美
し
い
、
も
う
終
着
の
強
羅
は
近
い
。

1彫刻の森と強羅の間は道路と並走する。
23広大な野外美術館「彫刻の森美術館」

（0460-82-1161）。ロダンやムーアなどの
名作が約120点展示されている。子ども向
け体験型アート「ネットの森」も好評。4南
北朝時代末期、南朝方最後の武将だった新
田義則が底倉温泉に潜伏中、鎌倉公方に討
ち取られた。その新田義則の墓と伝えられ
る「新田塚」が、彫刻の森に囲まれた路地の
奥にある。彫刻の森駅から徒歩10分。

車
窓
か
ら
彫
刻
が
見
え
た
ら
駅
は
近
い

彫
刻
の
森

以前は「二ノ平駅」と呼ばれて
いたように、傾斜地から平坦
地に出たところにある駅。カー
ブ途中にあって対向式ホーム
も湾曲する。通常は1番ホーム
のみ使用、駅名にもなってい
る「彫刻の森美術館」までは徒
歩5分。

1

2

4 3
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1終着駅強羅は大正時代に開発された別荘分譲地。ここから箱根各地
にバスやケーブルカーで連絡する。23スイスのレーティッシュ鉄道
から贈られたカウベルと、箱根登山鉄道が贈った駅名標が飾られる。
4発車を待つアレグラ号。ベルニナ号も停車する。

　

登
り
に
登
っ
て
標
高
５
４
１
ｍ
、
箱
根
登
山

鉄
道
は
二
の
平
の
平
地
が
尽
き
る
と
こ
ろ
に
終

着
駅
強
羅
を
置
い
た
。
山
小
屋
ス
タ
イ
ル
の
ロ

グ
ハ
ウ
ス
風
駅
舎
か
ら
は
２
０
０
パ
ー
ミ
ル
の

急
傾
斜
を
上
る
箱
根
登
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
も
発

着
し
て
い
る
。
駅
前
か
ら
、
も
の
す
ご
い
角
度

の
道
を
登
る
と
箱
根
強
羅
公
園
が
現
れ
た
。
こ

こ
は
大
正
３
年
に
完
成
し
た
日
本
初
の
フ
ラ
ン

ス
式
庭
園
で
、
一
帯
は
明
治
末
期
か
ら
政
財
界

の
要
人
た
ち
の
別
荘
地
だ
っ
た
。
そ
れ
以
前
は

斜
面
に
巨
石
が
転
が
っ
て
い
た
原
野
で
、
一
説

で
は
、
石
地
獄
を
意
味
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
の「
ゴ
ー
ラ
」が
地
名
の
由
来
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
こ
の
強
羅
ま
で
の
交
通
手
段
と

し
て
大
正
8
年
に
箱
根
登
山
鉄
道
が
開
業
し
た

の
だ
。
か
つ
て
は
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
た
め
に
食

材
を
運
ぶ
貨
車（
魚
菜
電
車
）も
運
転
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。

　

箱
根
強
羅
公
園
内
の「
一
色
堂
茶
廊
」で
、
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
を
楽
し
み
な
が
ら
巧
み
に
配
置
さ

れ
た
巨
石
と
噴
水
を
見
る
。

　

太
平
洋
戦
争
末
期
、
友
好
国
の
外
交
官
は
空

襲
を
避
け
て
強
羅
に
集
ま
っ
て
お
り
、
政
府
の

終
戦
工
作
も
こ
の
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
と
い

う
。
そ
ん
な
歴
史
の
重
み
を
感
じ
な
が
ら
歩
け

ば
、「
箱
根
・
強
羅 

佳
ら
久
」な
ど
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
な
宿
が
集
ま
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
強
羅
ら

し
い
風
景
を
楽
し
ん
で
か
ら「
田
む
ら
銀
か
つ

亭
」に
寄
っ
た
。
相
変
わ
ら
ず
の
人
気
店
、
順
番

を
待
つ
間
、
遠
く
に
明
星
ヶ
岳
の
山
々
が
見
え

た
。
そ
の
雄
大
さ
は
時
を
忘
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
終
着
駅
が
出
迎
え
る

強 

羅

山小屋スタイルのログハウス
風駅舎がひときわ目立つ。電
車が到着する2番ホームと箱根
湯本寄りの1番ホームが前後
に並ぶのも面白い。一つの駅
舎を電車と箱根登山ケーブル
カーが共用する構造もユニー
クだ。

1
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箱根登山鉄道
各駅停車の旅

1 箱根強羅公園と隣接する箱根美術館（0460-82-
2623）の埴輪「天冠をつけた男子」像も必見。ガラ
ス越しでなく、自然光のもとで細部まで楽しめる
重要文化財だ。23登山鉄道を開通させた小田原
電気鉄道によって、大正3年にフランス式整型庭
園の箱根強羅公園が開園。「一色堂茶廊」（0460-
83-8840）では、桜のアフタヌーンティー2,310円
～が登場。桜の下のテラス席が人気だ。

強羅駅から徒歩3分、客室全70室のバルコニーに専用温泉露天風呂を有すぜいたくな宿「箱根・強羅 佳ら久」（0460-83-
8860）が立つ。約56㎡の広々としたつくりの部屋からは箱根の山々を一望。大浴場の露天風呂、貸切風呂（3種の内、2
種は温泉）には、客室露天風呂とは異なる泉質が注がれ、多彩な温泉を心ゆくまで楽しめる。

強羅名物「豆腐かつ煮」を味わえ
るのが、田むら銀かつ亭（0460-82-
1440）。豆腐に豚挽き肉を挟み、卵
でとじたこの美味を求めて、行列が
絶えない。強羅駅から徒歩3分。

箱根登山鉄道の見どころ、出山鉄橋（正式名：早川橋梁）
塔ノ沢駅と大平台駅の間にある出山鉄橋は沿線
でも最も長く、高いところを渡る鉄橋だ。全長
61m、川床から43mもある鉄製ダブルワーレン
トラス橋で大正6年に完成した。これは明治21年
に架けられた東海道本線天竜川橋梁の一部を転用

したもので、橋桁はイギリスから輸入したもの
だった。本来は蒸気機関車時代の鉄橋なので内径
が低く、パンタグラフを縮めて通過する様子が見
られる。関東大震災にも耐えた鉄道橋で、登録有
形文化財と近代化産業遺産に認定されている。
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☎ 0460-86-4126

上／香ばしく肉厚な国産うな
ぎの蒲焼き。下／源泉かけ流
しでゆったり湯浴みを。

8
0
0
0
坪
の
敷
地
か
ら
、

7
本
の
源
泉
が
湧
き
出
て

い
る
日
帰
り
温
泉
。
大
自

然
と
と
も
に
良
質
な
自
家

源
泉
を
満
喫
で
き
、
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
。
新
緑
の
木
々
が
鮮
や

か
な
春
、
6
月
に
は
蛍
の

観
賞
会
な
ど
、
四
季
そ
れ

ぞ
れ
の
楽
し
み
方
も
。
敷

地
内
に
あ
る
滋
養
料
理
の

店「
山
法
師
」で
は
、
絶
品

う
な
重（
松
4
3
4
5
円・

竹
3
9
0
5
円
）を
堪
能

し
た
い
。 天

山
湯
治
郷

大
自
然
と
温
泉
で

心
地
よ
く
元
気
に

神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋208 賚9時〜
23時（最終22時） 贊無休　「山法師」賚11時30分
〜15時（L.O.14時）/18時〜22時（L.O.21時） 贊水・
木曜　箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス10分 

MAP P32 ③

箱根湯本駅

入館料
大人� 1,300円
子ども（1歳〜小学生）� 650円

箱
根
登
山
鉄
道

沿
線  
　 

ガ
イ
ド

箱
根
登
山
鉄
道
の
特
色
豊
か
な
各
駅
で

気
の
向
く
ま
ま
に
下
車
を
し
て
、

お
気
に
入
り
の
ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
よ
う
。

特
選

14



左／やさしい味わいの湯葉
丼。右上／甘さ控えめの豆
腐ぜんざい。右下／木のぬ
くもりを感じる店内。

箱
根
に
訪
れ
た
ら
食
べ
た
く
な
る

の
が
、
早
川
沿
い
に
あ
る
同
店
の

湯
葉
丼
。
箱
根
の
名
水
と
良
質
な

豆
乳
で
作
ら
れ
た
汲
み
上
げ
湯
葉

を
、
卵
で
ふ
ん
わ
り
と
じ
た
一
品

だ
。
上
品
な
か
つ
お
だ
し
が
香
る

湯
葉
は
熱
々
の
土
鍋
で
提
供
さ
れ
、

ご
飯
に
か
け
て
い
た
だ
け
ば
、
と

ろ
け
る
湯
葉
に
身
も
心
も
ほ
っ
こ

り
。
ほ
か
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
、

や
さ
し
い
味
わ
い
に
癒
さ
れ
る
。

豆
腐
や
湯
葉
の
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
、

ス
イ
ー
ツ
も
充
実
し
て
い
る
の
で
、

箱
根
旅
の
帰
り
、
カ
フ
ェ
と
し
て

立
ち
寄
る
の
も
お
す
す
め
だ
。

☎ 0460-85-5148
神奈川県足柄下郡箱根町湯本696 
賚11時〜18時（L.O.） 贊火曜（祝日の場合は営業）
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩3分

MAP P32 ③

メニュー
湯葉丼� 1,100円
湯葉丼ご膳� 2,300円
湯葉ぜんざい� 780円

湯
葉
丼 

直
吉

箱
根
名
物
を
味
わ
う
な
ら

か
つ
お
だ
し
香
る
、
心
温
ま
る
湯
葉
丼

箱根湯本駅

上／人気の「箱根の
お月さま。」。下右／

「ご黒うさん。」。下
左／飽和蒸気で蒸し
上げた、出来立ても。

メニュー
箱根のお月さま� 8個入   920円
ご黒うさん� 8個入 1,000円
月のうさぎ� 8個入 2,010円
小田原うさぎ� 5個入 1,200円

お
土
産
に
人
気
の
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う

「
箱
根
の
お
月
さ
ま
。」は
、
し
っ
と
り
、

も
っ
ち
り
し
た
薄
皮
と
、
自
然
素
材

の
や
さ
し
い
あ
ん
の
甘
さ
が
マ
ッ
チ
。

小
豆
は
北
海
道
十
勝
産
、
こ
っ
く
り

し
た
甘
さ
は
沖
縄
の
波
照
間
産
黒
糖

か
ら
。沖
縄
の
命
の
塩「
ぬ
ち
ま
ー
す
」

も
利
い
て
い
る
。
箱
根
湯
本
駅
か
ら

す
ぐ
の
店
舗
で
は
蒸
し
立
て
の
ア
ツ

ア
ツ
を
食
べ
ら
れ
る
。
濃
厚
な
ゴ
マ

あ
ん
が
く
せ
に
な
る「
ご
黒
う
さ
ん
。」

は
竹
炭
を
練
り
込
ん
だ
黒
の
ツ
ヤ
が

印
象
的
。
明
治
38
年
創
業
の
老
舗
の

底
力
が
感
じ
ら
れ
る
。

☎ 0460-85-7737
神奈川県足柄下郡箱根町湯本705
賚8時30分〜17時30分（土・日・祝は〜18時） 贊無休　
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩1分
http://www.nanohana.co.jp/

MAP P32 ③

ま
ん
じ
ゅ
う
屋 

菜
の
花

自
然
の
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た

箱
根
銘
菓
を
出
来
立
て
で

箱根湯本駅
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☎ 0460-82-2211（代表）

上／歴史ある佇まい。下／
1日10食限定の「献上御膳 
味彩」。

明
治
28
年
、
皇
室
の
宮
ノ

下
御
用
邸
と
し
て
造
営
さ

れ
た
由
緒
あ
る
純
日
本
建

築
の
建
物
。
気
品
の
あ
る

空
間
で
、
庭
園
を
愛
で
な

が
ら
味
わ
う
日
本
料
理
は

絶
品
。特
に
、昼
食
メ
ニ
ュ
ー

「
献
上
御
膳 
味
彩
」は
、
旬

の
食
材
に
こ
だ
わ
り
盛
り

付
け
も
鮮
や
か
。
土
鍋
の

ご
飯
も
味
わ
い
深
い
。
貸

切
檜
風
呂
付
き
個
室
休
憩

と
季
節
の
お
弁
当
が
楽
し

め
る
日
帰
り
入
浴
プ
ラ
ン

も（
平
日
2
組
限
定
）。

富
士
屋
ホ
テ
ル  

旧
御
用
邸 

菊
華
荘

旧
御
用
邸
で
旬
の

日
本
料
理
を
堪
能

神奈川県足柄下郡箱根町宮ノ下359 
賚ランチ11時30分～15時30分（L.O.14時）
箱根登山鉄道宮ノ下駅から徒歩7分
http://www.fujiyahotel.jp/

MAP P32 ②

宮ノ下駅

メニュー
昼食「献上御膳 味彩」� 7,000円

☎ 0460-85-8411

上／「自然薯・刺身膳」は粘り
気のある自然薯付き。下／具
だくさんの「ローストビーフ
丼」。

メニュー
ローストビーフ丼� 1,800円
自然薯・刺身膳� 2,350円
春の囲炉裏コース（6品）� 4,000円

古
民
家
風
の
里
山
温
泉
の

風
情
が
漂
う
、
大
浴
場
と

貸
切
個
室
露
天
風
呂
を
備

え
た
日
帰
り
温
泉
施
設
。

本
格
的
な
料
理
も
評
判
で

食
事
の
み
の
利
用
も
で
き

る
。
春
の
お
す
す
め
は
、

豪
快
な
お
肉
に
春
を
感
じ

る
盛
り
付
け
が
美
し
い

「
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
丼
」や
、

栄
養
価
も
期
待
で
き
る
自

然
薯
付
き
の
御
膳
な
ど
。

箱
根
湯
本
駅
か
ら
無
料
送

迎
バ
ス
ほ
か
、
無
料
駐
車

場
も
あ
る
。 箱

根
湯
寮
　
囲
炉
裏
茶
寮 

八
里

新
し
い
春
メ
ニ
ュ
ー
が

続
々
登
場

神奈川県足柄下郡箱根町塔之澤4 
賚10時〜20時（受付19時） 
食事処賚11時〜20時（L.O.19時） 贊無休　
箱根登山鉄道塔ノ沢駅から徒歩3分

MAP P32 ③

塔ノ沢駅

左／目でも舌で
も味わえる和栗
のモンブランソ
フト。右／お土
産にぴったりの

「九頭龍餅」。

☎ 0460-85-8818

地
元
、
足
柄
産
と
熊
本
県

産
の
栗
を
使
っ
た「
口
ど
け

モ
ン
ブ
ラ
ン
ソ
フ
ト
」が
人

気
。
サ
ク
サ
ク
の
メ
レ
ン
ゲ

の
土
台
に
、
糸
の
よ
う
に

繊
細
で
な
め
ら
か
な
和
栗

ク
リ
ー
ム
が
た
っ
ぷ
り
。

看
板
商
品「
九
頭
龍
餅
」は

自
家
製
粒
あ
ん
の
上
品
な

甘
み
が
美
味
。
ど
れ
も
素

材
を
生
か
し
た
お
い
し
さ

を
味
わ
え
る
。
春
の
日
差

し
を
感
じ
な
が
ら
、
店
頭

の
源
泉
か
け
流
し
の
足
湯

も
楽
し
み
た
い
。

福
久
や 

九
頭
龍
餅

風
味
豊
か
な
モ
ン
ブ
ラ
ン
ソ
フ
ト

神奈川県足柄下郡箱根町湯本729 
賚9時～17時30分、土・日・祝～18時 
贊無休　箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩3分
http://www.nanohana.co.jp/

MAP P32 ③メニュー
九頭龍餅� 5個入 700円
箱根のお月さま� 8個入 920円
口どけモンブランソフト� 1,100円

箱根湯本駅

☎ 0460-82-6681

上／箱根登山鉄道を目前で堪
能。下／注文を受けて作る出
来立て料理が並ぶ。

箱
根
登
山
鉄
道
の
ス
イ
ッ

チ
バ
ッ
ク
を
一
望
で
き
る
カ

フ
ェ
。
元
看
護
師
が
作
る

食
事
は
体
に
や
さ
し
い
メ

ニ
ュ
ー
ば
か
り
だ
。
中
で
も

「
姫
ノ
水
プ
レ
ー
ト
」は
手

頃
な
値
段
で
栄
養
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
る
の
で
お
す
す

め
。
メ
イ
ン
料
理
は
日
替

わ
り
で
、
カ
フ
ェ
名
物
の

酵
素
玄
米
を
味
わ
え
る

（
白
米
に
変
更
も
可
）。

5
0
0
円
以
上
の
飲
食
で

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
デ
ッ
キ
の

利
用
が
無
料
に
な
る
。

箱
根
上
の
湯 

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
カ
フ
ェ

登
山
電
車
を
眺
め
て

癒
し
の
時
間
を

神奈川県足柄下郡箱根町大平台535-1 賚食事
11時～14時30分（L.O.）、カフェ11時～15時30
分（L.O.） 贊不定休　箱根登山鉄道大平台駅から
徒歩4分　https://lit.link/switchbackcafe

MAP P32 ②

大平台駅

メニュー
姫ノ水プレート� 1,200円
おむすびセット� 1,000円
スイーツセット� 800円
おしるこ� 400円
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☎ 0460-82-2623

上／貴重な信楽壺などの展示
も。下／しっとりと美しい新
緑の苔庭。

入館料
大人� 900円
65歳以上� 700円
大学生・高校生� 400円
中学生以下� 無料

昨
年
3
／
26
、
国
の
名
勝

の
指
定
を
受
け
た
箱
根
美

術
館
が
建
つ「
神
仙
郷
」。

約
1
3
0
種
の
苔
で
彩
ら

れ
た「
苔
庭
」な
ど
、
四
季

折
々
の
表
情
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
日
本
中
世

の
六
古
窯
を
中
心
に
茶
の

湯
の
や
き
も
の
や
伊
万
里

焼
な
ど
、
縄
文
時
代
か
ら

江
戸
時
代
の
古
陶
磁
器
の

展
示
も
。
6
／
30
㈭
ま
で

本
誌
持
参
で
入
館
料
が
大

人
1
0
0
円
、
大
・
高
校

生
50
円
引
き
に
。

箱
根
美
術
館

新
緑
の
庭
園
と
陶
磁
器
で

心
穏
や
か
な
時
間
を

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300 
開館時間／9時30分〜16時30分（最終入館は30
分前） 贊木曜（祝日の場合は開館）
箱根登山鉄道強羅駅から徒歩10分 

MAP P32 ②

強羅駅

左／撮影が楽
しめる作品を
多 数 展 示。 右
／芝生の休憩
エリアでくつ
ろいで。

☎ 0460-82-1161

7
万
㎡
も
の
広
大
な
緑
の

中
に
、
世
界
的
巨
匠
の
作

品
を
展
示
。
彫
刻
と
芝
生

の
休
憩
エ
リ
ア「
ポ
ケ
っ

と
。」は
、
地
形
の
高
低
差

で
で
き
る
秘
密
基
地
の
よ

う
な
空
間
。
色
彩
豊
か
な

体
験
型
作
品
で
遊
ん
だ
り
、

芝
生
の
斜
面
で
の
ん
び
り

休
ん
だ
り
。
箱
根
の
山
に

囲
ま
れ
、
春
風
や
陽
光
が

気
持
ち
い
い
青
空
の
下
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
開

放
感
あ
ふ
れ
る
ア
ー
ト
を

楽
し
め
る
。 彫

刻
の
森
美
術
館

カ
ラ
フ
ル
な
新
エ
リ
ア
で
自
然
を
満
喫

神奈川県足柄下郡箱根町二ノ平1121　
開館時間/9時〜17時（最終入館16時30分） 
贊無休　箱根登山鉄道彫刻の森駅から徒歩2分
https://www.hakone-oam.or.jp

MAP P32 ②入館料
大人� 1,600円
大学生・高校生� 1,200円
中学生・小学生� 800円

彫刻の森駅
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profi le
1953年北海道函館市生まれ。76年東日本ハウス入社。営
業成績全国一位を15回獲得し支店長、役員を経て2002
年48歳で代表取締役に就任。経営多角化を整理・再建し14
年に東証一部上場を果たし、15年に日本ハウスホールディ
ングスに社名変更。19年より現職。座右の銘は「苦楽」。趣
味はゴルフ。料理全般が得意で社員にふるまうこともある。

日本ハウスホールディングス・
グループCEO兼代表取締役会長

成田 和幸さん 

きらめきの

達 人
v o l . 37
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雲
海
を
見
下
ろ
す
檜
造
り
の
大
人
の
宿
で

安
ら
ぎ
の
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い



地元の旬の食材をふんだんに取り入れ
た、大平洵一料理長による創作フレン
チのディナー。フランス料理の王道は
そのままに和も取り入れ、軽やかで食が
進む、手の込んだ料理の数々を楽しま
せてくれる。

目が細かいモダンな縁なし畳に低層ベッドを配した
和室ツインの客室。窓外には芦ノ湖一望の温泉露
天風呂も。ホテルは会員制リゾートクラブ「みやび
倶楽部」での利用も可能。 

元箱根と芦ノ湖を見下ろす客室露天風
呂。柔らかな単純硫黄泉の湯を堪能でき
る（上）。客室名やドアに箱根寄木細工の
デザインを取り入れている（下）。

19

雲海の宿
ホテル四季の館 
箱根芦ノ湖

蕁0120-489-166（予約受付）
神奈川県足柄下郡箱根町元箱根
103-241
箱根登山鉄道箱根湯本駅からバ
ス30分＋徒歩7分 
https://www.shikinoyakata-
hakone-ashinoko.com/

in
te

rvie
w

　

耐
久
性
や
調
湿
性
に
優
れ
、
心
身
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
芳
香
を
も
ち
、
最
高
品

質
の
建
材
と
し
て
知
ら
れ
る
檜
。
こ
の
檜

を
生
か
し
た
、
環
境
と
人
に
や
さ
し
い
家

づ
く
り
を
行
う
住
宅
メ
ー
カ
ー
、
日
本
ハ

ウ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
今
年
2
月
、

芦
ノ
湖
を
見
下
ろ
す
元
箱
根
の
高
台
に
、

「
雲
海
の
宿 

ホ
テ
ル
四
季
の
館 

箱
根
芦

ノ
湖
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
「
当
社
が
手
が
け
る
ホ
テ
ル
は
那
須
や
宇

都
宮
な
ど
に
も
あ
り
ま
す
が
、と
り
わ
け
大

き
な
思
い
入
れ
が
あ
る
の
が
箱
根
で
す
」

こ
う
話
す
の
は
、
グ
ル
ー
プ
企
業
含
む
全

社
員
の
大
黒
柱
、成
田
和
幸
さ
ん
だ
。「
ホ

テ
ル
が
建
つ
の
は
当
社
の
保
養
所
跡
地
。

こ
こ
で
長
年
、
社
員
教
育
や
意
識
改
革
を

目
的
と
す
る『
箱
根
塾
』を
開
い
て
き
ま
し

た
。
社
を
立
て
直
す
た
め
、
売
却
や
撤
退

な
ど
苦
渋
の
決
断
を
下
し
た
と
き
も
、
い

つ
か
雲
海
を
見
下
ろ
せ
る
こ
の
場
所
に
ホ

テ
ル
を
建
て
る
、
そ
の
思
い
を
胸
に
歩
ん

で
き
ま
し
た
」

　

石
造
り
の
蔵
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
黒
い
外

観
が
印
象
的
な
ホ
テ
ル
は
全
30
室
。
そ
の

す
べ
て
に
温
泉
露
天
風
呂
を
備
え
、
宿
泊

は
中
学
生
以
上
か
ら
と
、
大
人
の
く
つ
ろ

ぎ
を
大
切
に
す
る（
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
に

は
、「
檜
造
り
の
宿 

ホ
テ
ル
森
の
風 

箱
根

仙
石
原
」が
今
冬
に
開
業
予
定
）。
館
内
随

所
に
は
、
著
名
な
近
代
日
本
画
・
郷
間
正

観
氏
の
書
画
が
飾
ら
れ
、
さ
な
が
ら
泊
ま

れ
る
美
術
館
の
よ
う
で
あ
る
。

　
「
健
康
に
よ
い
檜
の
宿
で
、温
泉
に
浸
か

り
旬
を
味
わ
い
、
元
気
に
な
っ
て
お
帰
り

い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
の
喜
び
で
す
」。

前
向
き
で
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
成
田

さ
ん
の
原
動
力
は「
夢
と
目
標
」。
未
来
を

見
据
え
た
挑
戦
は
、
ま
だ
ま
だ
続
く
。

MAP P33 ⑤



「手業のひととき」を申し込むと、
ご当地部屋「箱根寄木の間」に宿
泊。寄木細工を使った調度品を
手に取ることができる。客室では、
色や材質の異なるパーツを使って
寄木コースターを制作。

日
本
の
魅
力
を
深
く
知
る

体
験
型
の
旅
へ

星
野
リ
ゾ
ー
ト
が
全
国
に
展
開
す
る
温
泉
旅
館
ブ
ラ
ン
ド「
界
」で
は
、

ご
当
地
の
職
人
や
生
産
者
と
行
う
文
化
体
験「
手
業
の
ひ
と
と
き
」を
開
催
。

今
年
度
は
期
間
も
延
長
さ
れ
、
同
時
期
に
多
く
の
地
域
で
の

体
験
が
可
能
と
な
っ
た
。
よ
り
深
く
日
本
を
知
る
旅
へ
出
か
け
た
い
。

愛
で
、
使
い
、
作
る
、

箱
根
寄
木
細
工
を
体
験

日本有数の温泉地、箱根で筆頭にあがる箱根湯本温泉。半露天風呂では、古代檜の浴槽から湯坂山の自然を眺める。

界 

箱
根

　

箱
根
旧
街
道
沿
い
の
須
雲
川
を
望

む
瀟
洒
な
温
泉
旅
館
、
界 

箱
根
。
一

面
ガ
ラ
ス
張
り
の
ロ
ビ
ー
や
自
然
と
の

一
体
感
が
楽
し
め
る
半
露
天
風
呂
、
木

の
温
も
り
あ
ふ
れ
る
客
室
な
ど
、
館
内

の
至
る
場
所
で
箱
根
の
山
に
抱
か
れ
て

い
る
よ
う
な
心
地
よ
い
空
間
だ
。
こ
こ

で
「
手
業
の
ひ
と
と
き
」
と
し
て
開
催

さ
れ
、
好
評
を
博
し
て
い
る
の
が
、
箱

根
寄
木
細
工
の
文
化
体
験
。「
天
下
の

険
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
深
く
険
し
い
山

が
連
な
る
箱
根
で
は
、
高
低
差
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
多
種
多
様
な
木
々
の
色
や

材
質
を
生
か
し
た
木
工
工
芸
が
、
地
元

の
職
人
に
よ
っ
て
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
。

　

宿
泊
1
日
目
は
館
内
の
イ
ン
テ
リ
ア

や
食
器
に
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
寄

木
細
工
に
触
れ
、毎
夜
開
催
さ
れ
る「
寄

木
C
H
A
Y
A
」
で
そ
の
ル
ー
ツ
に
つ

い
て
楽
し
く
学
ぶ
。
翌
日
は
木
工
所
を

訪
ね
、
4
代
目
・
露
木
清
高
氏
に
よ
る

指
導
の
も
と
、
カ
ン
ナ
削
り
な
ど
を
体

験
。
熟
練
の
技
と
洗
練
さ
れ
た
モ
ダ
ン

な
デ
ザ
イ
ン
の
融
合
に
触
れ
、
モ
ノ
づ

く
り
の
現
場
に
立
ち
会
う
こ
と
で
、
箱

根
の
旅
は
い
っ
そ
う
鮮
や
か
な
記
憶
を

残
す
だ
ろ
う
。

神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋230
HP: https://hoshinoresorts.com/ja/hotels/kaihakone/

Data

箱根寄木細工職人の工房を訪ねるツアー
■期間：2022年5月6日～7月29日の毎週金曜日
■時間：宿泊翌日10:00〜12:00
■料金：1名7,000円（宿泊費別）
■定員：1日1組（1～6名）
■受付：1カ月前までに下記専用ページから要予約
■予約・詳細：公式サイトにて4日目前までに要予約
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星野リゾートが全国に展開する日本初の温泉旅館ブラン
ド。日本らしさと快適性を追求した空間やサービスをご用
意。旅の醍醐味であるご当地の魅力を表現する「ご当地楽

（ごとうちがく）」のおもてなしと、滞在を通して地域の文
化に触れる「ご当地部屋」が特徴。今年1月には19施設目と
なる「界 ポロト」が開業した。

 0570-073-011 （界予約センター）

宿泊初日19：30～20：30
1名11,000円

津軽三味線の
達人技に触れる体験
2022年3月1日～2023年2月28日

界 津軽

宿泊翌日10：00～12：00
1名5,000円～

社寺の修復に携わる
伝統工芸士と日光彩色体験
2022年3月1日～2023年2月28日

界 日光

宿泊翌日13：00～14：30
1名4,000円

杜氏から教わる
本格焼酎と醸造蔵見学
2023年4月～

界 霧島

宿泊翌日13：00～15：00
1名9,000円

宿泊翌日9：30～11：30
1名11,000円

宿泊翌日13：00～15：00
1名9,800円

200 年の歴史を継ぐ「黒羽藍染」
の若手職人による工房ツアー
2022年4月5日～2023年2月21日の
第1・第3火曜日

伊豆に伝わる
「つるし飾り」づくり体験

2022年3月1日～2023年2月28日の平日

伝統工芸士と大子那須楮100％の
「烏山和紙」紙漉き体験

2022年3月1日～5月31日の日・水曜日

界 鬼怒川

界 伊東

界 川治

宿泊翌日11：00～13：00
1名12,000円

江戸時代の造船技術に
思いを馳せるヨット乗船体験
2022年3月3日～5月26日の木曜日

界 アンジン

宿泊初日20：00～21：30、
宿泊翌日10：00～11：00
1名7,000円

豊かな水に育まれた伝統工芸
「松崎和紙」で水うちわづくり体験

2022年5月20日～7月20日の平日

界 アルプス

宿泊翌日9：30～11：30
1名10,000円

赤間硯職人と行う
硯づくり体験
2022年7月16日～8月22日の土・日曜
日・祝日

界 長門

宿泊翌日11：30～12：00
1名3,000円

※上記料金はすべて宿泊費別。

山吹色でまろやか、
ジャージー牛乳の加工場見学
2022年4月6日～7月13日の水曜日
※一部除外日あり

界 阿蘇

宿泊初日13：00～15：00
1名10,000円

宿泊初日16：00～17：30
1名3,500円

宿泊初日15：00～17：00
1名10,000円

自然の恵みをまるごと感じる
新茶摘みと製茶体験
2022年5月21日 ～ 6月23日 の 月・火・
木曜日 ※一部除外日あり

蔵元から教わる
美味しい日本酒の飲み方
2022年4月1日～6月25日の木・金曜日

仙石原の自然をテーマにした
アート制作体験
2022年4月12日～6月28日、
9月6日～11月29日の火・木曜日

界 遠州

界 出雲

界 仙石原
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小田原／MAP P33 ⑦

神奈川県小田原市十字4-1032
賚11時30分～15時（L.O.14時）、17時30分
～22時（L.O.20時） 贊月曜夜、火曜
JR・小田急線小田原駅から車5分
http://kikyoraitei.co.jp/

☎ 0465-24-0246
城山 季

き

去
き ょ

来
ら い

亭
て い

旬の食材を和と洋の技法で味わえる日本料理店。日本料理を軸にし
たここでしか味わえない料理が自慢。お造りにはしょうゆのメレン
ゲや薬味のゼリーを使用するなど斬新だ。カツオと昆布の出汁で炊
き上げる季節の土鍋ご飯がコースで味わえる。小田原の海を眺めな
がら特別な時間を過ごしたい。

メニュー／
ランチ	 土鍋会席� 3,080円
	 引出会席� 3,850円
ディナー	 風蓮� 6,160円
	 七宝� 9,350円

伊勢海老と蛤の炊き合わせ（上）。春野菜と牛
しゃぶ肉の土鍋ごはん（下）。※写真は一例

丘の上の欧風割烹レストラン

特製ゴマ油の香り高い天ぷ
らが人気の天重（右）。「桐
定食」で地元の味を堪能（左
上・写真はイメージ）。

明治26年創業の小田原で愛され続ける日本料理店。小田原港で水揚げされ
る地魚や旬の魚介は、元網元ならではの目で厳選。寿司や刺身はもちろん、
天重や天ぷらもおすすめだ。天ぷらは店特製の香り豊かなゴマ油で揚げ、衣
は歯触りよく、身はふわっとやわらか。門外不出の継ぎ足しで味を守り続け
ている天つゆも味わい深い。一流の職方によって造られた建物は、国指定の
有形登録文化財で、大小の個室や大広間は椅子席もあり慶弔時にも。

国の有形文化財に指定された老舗で
伝統を継ぐ味わいを

神奈川県小田原市本町2-1-30 
賚11時～21時（L.O.20時） 
贊無休 猾あり
JR・小田急線小田原駅から徒歩8分
http://www.darumanet.com/

☎ 0465-22-4128

小田原／MAP P33 ⑦

国指定登録有形文化財 のれんと味

だるま料理店

メニュー／
桐定食� 3,850円
こだわり天重セット（数量限定）
� 3,080円
すし� 1,320円

おいしい春のごちそう尽くし

箱根＆小田原グルメ
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小田原／MAP P33 ⑦

神奈川県小田原市栄町2-15-14
賚11時45分～14時/17時30分～21時 
※売り切れ次第終了 贊水・日曜
JR・小田急線小田原駅から徒歩5分

☎ 0465-24-5533魚屋の魚料理 
栄町 魚

う お

藤
と う

 本店

100年以上続く魚屋の4代目が、本物の食材を多くの人に食べて欲
しいという思いから、8年前、「栄町魚藤本店」を小田原にオープン。
高級ホテルに卸すなど、魚の目利きも評判だ。その日に水揚げされ
た魚を、鮮度のよいまま刺身で食せば、その新鮮な味わいに驚く。
店内は隠れ家的な雰囲気。辻堂店も。予約は電話のみ。

メニュー／
やみつき丼定食（ランチ）�1,400円　
贅沢魚藤定食（ランチ）� 2,200円　
おまかせ刺身盛り� 一人前1,400円～
魚藤おまかせコース� 4,000円　

しゃりもつく当日仕入れの刺身盛り合わせ
（上）。ガラス戸に木の看板が目印（下）。

老舗魚屋による鮮度自慢の魚料理

小田原／MAP P33 ⑦

神奈川県小田原市栄町2-1-20 プラザリズ
B1F 賚11時30分 ～ 14時30分（L.O.14時 ）/ 
17時～22時30分（L.O.22時） 贊日曜（祝前日
は営業）、祝日　JR・小田急線小田原駅から
徒歩3分　https://hashibami-odawara.jp/

☎ 0465-20-4220
和房鉄板 榛

はしばみ

小田原駅東口の路地裏にあり、四季折々の食材を生かした本格和食
と鉄板料理が味わえる。スタートは会席料理の“先付け”と“お椀”に
あたる、滋味深いお座付きの一汁賛彩から。カウンター席では、料
理人による鉄板調理が目の前で繰り広げられ、ライブ感満載。家族
や大切な人との旅の思い出が、よりダイレクトに心に残る。

メニュー／
榛御膳（ランチ）� 1,650円　
ミルフィーユかつ定食� 1,100円　
会席コース� 6,600円～
お座付きの一汁賛彩� 1,320円　

料理人のおもてなしの心を表した創作献立、
お座付きの一汁賛彩は食を楽しむ最初の一品。

本格和食と鉄板で奏でる創作料理

元箱根／MAP P33 ⑤

目前が芦ノ湖というロケーションで、30種類もの本格ピッツァが楽
しめる。イタリア製の窯で香ばしく焼き上げたピッツァをはじめ、
地元食材を使ったイタリアンを、本場のワインとともに味わいたい。
テラス席や吹き抜けの店内は開放感抜群。エッセイスト・画家とし
て活躍する玉村豊男氏のミュージアム＆ショップも併設する。

本格ピッツァを湖畔で味わう

メニュー／
マルゲリータ� 1,900円
和豚もち豚スペアリブのグリル
� 2,500円
箱根西麓ミックスサラダ� 500円

神奈川県足柄下郡箱根町元箱根61 芦ノ湖
テラス 賚10時30分～20時（L.O.19時30分）、
土・日・祝9時～ 贊無休　箱根登山鉄道箱根
湯本駅からバス40分　http://www.ashinoko-
terrace.jp/restaurant.html

☎ 0460-83-1074イタリアンレストラン 
ラ・テラッツァ芦ノ湖

人気のマルゲリー
タを前菜とともに

（左）。芦ノ湖を望
めるテラス席も人
気（右）。

小田原／MAP P33 ⑦

神奈川県小田原市栄町1-1-15 ミナカ小田
原1F 賚10時～19時（売り切れ次第終了）
贊無休　JR・小田急線小田原駅直結

☎ 0465-20-4620
いなり寿司 相模屋

創業明治2年、東京の下町で150年以上の歴史がある油揚げ卸専門
店。ミナカ小田原にあるのが、その伝統を受け継いだ油揚げで作ら
れるいなり寿司専門店だ。ほどよい甘さでくせになるいなり寿司と
かんぴょう巻きのセット「助六いなり」や、その場でつきたての餅を
入れる「もちいなり」が一番人気。差し入れや手土産にしても。

メニュー／
助六いなり� 500円
もちいなり�  1個200円
自慢のいなり寿司5個入り�600円
新商品3種3個入り� 500円

甘みのもととなる大豆にこだわり、時間を
かけて作られるいなり寿司。旅のお供に。

江戸の味を継ぐ絶品いなり寿司

箱根 & 小田原グルメ
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第
61
回

のカギ横

の
カ
ギ

縦

二
重
枠
に
入
っ
た
文
字
を

A
〜
G
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は

何
で
し
ょ
う
？

懸賞
問題

パズル制作：ニコリ

冬
号（
第
60
回
）の
答
え

	 1	 友人が○○に訪ねてきたのであわてた
	 2	 �浴槽に入る前に、かけ湯したりシャンプーしたりす

るところ
	 3	 おいしい料理をおいしいと感じるのはこれがあるから
	 4	 山のふもと
	 5	 画廊のこと。箱根にもあります
	 6	 ccと同じ、体積の単位
	 9	 レンコンはハスの○○茎
	 11	 果実を煮て作ります
	 13	 小学校の算数で、暗誦するものといえば
	 14	 破れた衣類を修繕すること
	 16	 チェック○○○を見ながら旅行の準備をしました
	 18	 �宿場間に位置する「間

あい

の宿
しゅく

」として、箱根宿・小田原
宿間に設けられました

	 19	 打楽器の一つ。大や小やでんでんなどあります
	 21	 ヨコ19をたたくためのものもあります
	 23	 張り切ること
	 25	「くだ」とも言います
	 27	 洗面器が大きくなったような容器
	 29	 お金を出すのを渋りそうな性格
	 31	 アシカの仲間。オスは体重1トンを超えることも

1　

飲
食
店
の
一
種
。「
リ
ー
」「
ト
ラ
ン
」を
略
し
て
い
ま
す

5　

じ
っ
く
り
と
○
○
○
し
た
上
で
、
良
い
品
を
選
び
取
っ
た

7　

瓦
屋
根
や
、
屋
根
瓦
の
こ
と
。
○
○
○
の
波

8　

飲
み
物
を
勧
め
る
と
き
の
定
番
の
言
葉

10　

産
休
の
期
間
が
終
わ
り
、
○
○
○
休
業
に
入
っ
た

12　

○
○
○
○
じ
か
け
で
動
く
人
形

14　

舌
を
湿
ら
す
も
の

15　

雨
が
降
ろ
う
が
○
○
が
降
ろ
う
が
行
き
ま
す
よ

17　

�

○
○
○
の
上
で
は
成
功
す
る
は
ず
だ
が
、
現
実
は
そ
う
は
い
か

な
か
っ
た

18　

�

ペ
ッ
ト
と
し
て
人
気
の
シ
ッ
ポ
の
短
い
小
動
物
。
ほ
お
袋
に
エ

サ
を
詰
め
こ
み
ま
す

20　

○
○
○
焼
は
、
目
の
前
で
食
材
を
焼
い
て
く
れ
ま
す

22　

Ｑ
＆
Ａ
の
、
Ｑ
の
ほ
う

23　

冬
の
次
に
訪
れ
る
季
節

24　

○
○
○
○
千
秋　

○
○
○
○
の
長

26　

フ
ト
ン
を
使
う
暖
房
器
具

28　

生
の
牛
肉
を
使
う
朝
鮮
料
理

30　

○
○
○
オ
ー
ダ
ー　

○
○
○
ス
パ
ー
ト

32　

入
室
す
る
前
に
ド
ア
を
コ
ン
コ
ン
と

33　
�

6
歳
未
満
の
子
を
車
に
乗
せ
る
と
き
は
、
○
○
○
○
○
シ
ー
ト

の
着
用
が
義
務
で
す

ソ
ガ
バ
イ
リ
ン（
曽
我
梅
林
）

ハガキに「第61回の答え」と､住所･氏名･年齢･職業･電話
番号を記入し､本号の感想をお書き添えの上､下記までご
郵送ください。締め切りは2022年6月17日貊消印有効。

宛先
〒215-0021 川崎市麻生区上麻生1-5-1 りそな新百合ヶ丘ビル5F
ミスモ箱根編集部「クロスワードパズル第61回」係

賞品
正解者の中から抽選で1名様に10,000円分のJTBナ
イスギフト券（買いものからレジャーまで使えます）をお贈り
します。解答は次号にて発表いたします。
当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※�ミスモ箱根のクロスワードパズルにご応募いただいた個人

情報は旅行券の発送および、個人を特定しない統計的資料
作成のみに使用いたします。

応募方法
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i n fo rmat ion

昨年9月開館。多様なパフォーマンス
が楽しめる大・小ホールをはじめ、展
示室などでは美術関係の催しも。大
ホール利用がない日は、3階フリース
ペースから小田原城や箱根の山の景色
も堪能できる。イベント情報はHPを。

神奈川県小田原市本町1-7-50
贊第1・3月曜（祝日の場合は翌日以降の最初
の平日）　https://ooo-hall.jp/

小田原三の丸ホール
蕁0465-20-4152

小田原の新しい文化・芸術拠点
4/15㈮、フラワーボックスで知られ
るニコライ・バーグマン氏が強羅に公
園をオープン。大自然の中での散策や、
季節ごとのフラワーアートを楽しめ
る。4/1㈮から事前予約開始予定。入
園料1,800円。

神奈川県足柄下郡箱根町強羅字大涌沢1323-
119 賚10時～17時 贊月曜 

NICOLAI BERGMANN 
HAKONE GARDENS
蕁03-5464-0716（代表）

強羅に花を楽しむ公園が開園
春夏の企画展では、世界の歴史的建造
物や自然遺産を鮮烈な色彩で表現した

「柳沢正人－悠久の刻－」を7/13㈬ま
で開催。そのほか季節の華麗な花を描
いた日本画の展示も。展望ラウンジか
らは芦ノ湖と富士山が楽しめる。

神奈川県足柄下郡箱根町元箱根570
開館時間／9時～17時 贊無休
http://www.narukawamuseum.co.jp/

箱根・芦ノ湖 成川美術館
蕁0460-83-6828

現代日本画を絶景とともに

「大涌谷 駅食堂」の名物『「特製」大涌谷
カレー』のレトルトが好評販売中。タマ
ネギを焙煎した黒褐色ソースとスパイ
スが織りなす味は絶品。同店や「大涌谷 
駅の店」での販売のほか電話注文も。営
業時間などの最新情報はHPで。

問い合わせ／平日9時〜17時 
賚9時〜17時 贊無休（荒天時運休）

箱根ロープウェイ
蕁0465-32-2205（本社）

名物カレーをお取り寄せで
強羅駅構内にある、アメリカンテイス
トが可愛いカフェ。ピリ辛ソーセージ
のホットドック、フルーツ感たっぷり
の自家製シェイク、ソフトクリームが
自慢。イートインもテイクアウトもで
きるので散策前や休憩に利用したい。

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300 強羅駅構内
賚10時～16時30分 ※時季により変動あり
https://www.shake-and-dog.com/

Shake&Dog
蕁0460-86-0533

強羅散策のひと休みに
高速道路周遊パスと箱根海賊船・箱根
ロープウェイ1日または2日間乗り放題
パスがセットのプランを販売中。乗り
放題パスの提示で周辺施設の入場割引
も。速旅ドライブプランで箱根観光を
満喫。詳細や申し込みはHPから。

NEXCO中日本
https://hayatabi.c-nexco.co.jp/

乗り放題セットでお得に観光

日帰り温泉施設、天山湯治郷の敷地内
にあるそば処。手打ちそばの肝となる
水は、希少な水質の温泉を使用。自家
製の粉とも相性よく、まずは「ざるそ
ば」で風味を堪能したい。テラス席も
あり、新緑とともに味わうのも格別。

神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋208 
賚11時30分〜17時（L.O.16時30分） 
贊木・金曜 

そば処 すくも
蕁0460-86-4126

温泉を使用した手打ちそば

Le Petit Prince™ Succession Antoine de Saint-Exupéry
Licensed by ㈱Le Petit Prince™ 星の王子さま™

童話『星の王子さま』とその作者サン=テ
グジュペリをテーマにした世界で唯一
のミュージアム。園内は四季折々の花
咲くヨーロピアン・ガーデンやフラン
スの街並みが広がり、どこを撮っても
フォトジェニック！

神奈川県足柄下郡箱根町仙石原909
賚10時〜18時（最終入園17時） 
贊第2水曜（3月・8月は無休）

星の王子さまミュージアム
蕁0460-86-3700

読んだ人も、これから読む人も
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湿原や川、湖沼などの水湿地に生育し
ている植物を観賞できる植物園。湿地
帯の植物のほか、草原や林、高山植物、
外国の珍しい山草も含め、約1,700
種もの植物が美しい花を咲かせる。入
園料は大人700円、小学生400円。

神奈川県足柄下郡箱根町仙石原817
賚9時～17時（最終入園16時30分） 
https://hakone-shisseikaen.com/

箱根湿生花園
蕁0460-84-7293

3/20㈰開園の湿生花園

同ホテルの「ダイニングルーム-ウェス
タンキュイジーヌ」の「シーズナルラン
チコース」は、前菜、メイン、デザート
をそれぞれ1品ずつ選んで好みのコー
スを組み立てられる。オープンキッチ
ンの活気を感じながら旬の料理を。

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1320　
ダイニングルーム-ウェスタンキュイジーヌ賚ラン
チ11時30分～14時30分（L.O.14時） 

ハイアット リージェンシー 箱根 
リゾート＆スパ
蕁0460-82-2000

躍動感あふれるダイニング

箱根湯本駅からすぐ。「まんじゅう屋 
菜の花」2階のカフェでおすすめなの
が「しぼりたてモンブラン」。メレンゲ
生地の上に、注文を受けてから国産和
栗ペーストを搾る。栗の旨みが濃厚な
がら、さっぱりとした一品だ。

神奈川県足柄下郡箱根町湯本705 2F 
賚10時〜17時（L.O.16時30分） 贊無休　
http://www.nanohana.co.jp/

百々茶 MOMOCHA
蕁0460-85-7737

人気「しぼりたてモンブラン」

仙石原の高台にある自然豊かなホテ
ル。5月には芝生庭園に約3,000本の
ツツジが咲き誇り、美しい風景を堪能
できる。晴天時は、富士山を背景にピ
ンクと白の鮮やかなコントラストを写
真に収めたい。館内に日帰り温泉も。

神奈川県足柄下郡箱根町仙石原1244
http://hotel.kagetsuen.net/

ホテル花月園
蕁0460-84-8621

仙石原の絶景とツツジが魅力
雄大な芦ノ湖と富士山を同時に望み、
自然と一体になるかのようなダイナ
ミックなロケーションが特徴の絶景日
帰り温泉。貸し切り個室や和食レスト
ランもあり、一日中楽しめる。今春には
男性露天風呂を新たにオープン予定。

神奈川県足柄下郡箱根町元箱根139
https://www.princehotels.co.jp/ryuguden/
honkan/

絶景日帰り温泉 龍宮殿本館
蕁0460-83-1126

心と体を癒す絶景日帰り温泉
現在リニューアル工事中の「ホテルは
つはな」は、今秋「はつはな」に名前を
変え、より上質なホテルに生まれ変わ
る。コンセプトは“心の五感が満ちる
静かなとき”。全客室に露天風呂が付
き、プライベート感あふれる空間に。

 “五感が満ちる”ホテルに一新

神奈川県足柄下郡箱根町須雲川20-1 
猾あり 
https://www.hakone-hotelhatsuhana.jp/

はつはな
蕁0460-85-7321

※写真はイメージ

箱根のふるさと納税では、謝礼品とし
て、名産品はもちろん、なんと箱根の
旅館やホテルで利用できる宿泊補助券
も選べる。箱根のまちづくりを応援し
ながら、箱根旅を楽しめるふるさと納
税に注目！

https://hakonefurusato.jp/

箱根町 総務部財務課
蕁0570-666-532

（ふるさと納税コールセンター）

箱根町のふるさと納税
小田原城址公園を中心に、3月下旬か
ら4月上旬にかけて市内各所で「小田
原桜まつり」が開催される。桜の見頃
に合わせて、小田原城址公園内では、
桜のライトアップやイルミネーション
も楽しめる。

https://www.odawara-kankou.com/

小田原市観光協会
蕁0465-20-4192

「小田原桜まつり」開催
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箱根周辺広域①
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強羅 ･ 宮ノ下 ･ 大平台②

箱根湯本③
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仙石原④

元箱根 ･ 箱根町⑤桃源台 ･ 湖尻⑥

小田原⑦
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本格的なフレンチを
箱根・芦ノ湖畔で
芦ノ湖とホテルの庭園に面して大きな窓がある落ち
着いた雰囲気の店内。テラス席もあり、芦ノ湖や富
士山も見渡せる。本場フランスで修業したシェフの
本格フランス料理を味わって。

小田急 山のホテル　フランス料理「ヴェル・ボワ」
蘂0460-83-6321
www.hakone-hoteldeyama.jp/

季節のフレンチ ランチコース
（1名6,200円） 4名

様

2組

※写真はイメージ

小田原城を望む
駅直結の人気スポット
地元の人気グルメが存分に楽しめる「西湘フードス
タジアム」や、さまざまなお土産ショップ、話題の
店舗など、約40店が並ぶ複合商業施設。宿泊施設
や足湯もあり駅直結の利便性がうれしい。

ミナカ小田原 
蘂0465-22-1000
https://www.minaka-odawara.jp/

商品券（3,000円分） 5
名様

目の前は芦ノ湖
開放的なリゾートを
大自然を満喫できる芦ノ湖畔のリゾートホテル。景
色を眺めながら、自家源泉「蛸川温泉」を楽しめる。
ガイド付きネイチャーツアーやホテルの中庭でのフ
ィッシング体験などのアクティビティーも。

ザ・プリンス 箱根芦ノ湖
蘂0460-83-1111
https://www.princehotels.co.jp/the_prince_hakone/

平日限定宿泊券
（1泊2食付き）

2名
様

1組
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	MH22春 P22_23小田原&箱根グルメ
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